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10 月のわいわいひろばは、完成したばかりの模擬保育室で行いました。このお部屋は、転んでも痛くないように床も

壁もふかふか素材で出来ているんです！素足で走り回ったり、寝転がったり、心地よいひと時をお過ごしください。 
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お問い合わせ先 
 

本件につきまして、ご不明な点等ごさいましたら、 

下記までお問い合わせください。 

地域協働広報センター  ☎028-670-3614 

（運営：作新学院大学女子短期大学部幼児教育科） 

作新学院大学女子短期大学部幼児教育科 

〒321-3295 栃木県宇都宮市竹下町908 

☎ 028-667-7111 FAX 028-667-7110 

 

担当者：宍戸 良子（作新学院大学女子短期大学部 講師） 
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◎あおき あきひこ（幼児教育科長・環境教育）  

◎いとう あつひろ（教育学）◎つぼい まこと（社会福祉学） 

◎いのうえ おさむ（音楽教育）◎ながさわ じゅん（音楽教育） 

◎おぐり たかひろ（障害児保育）◎にしだ なおき（言語学） 

◎きしもと とものり（教育思想史）◎はなだ ちえ（美術教育） 

◎くの たかし（図書館情報）◎ふじむら みちこ（体育） 

◎したら さえこ（心理学）◎ししど りょうこ（保育学） 

模擬保育室できました    子どもの発達、遅い?早い?! 

わいわいひろばも 1 歳児を中心に、毎回たくさんのお子さんとお母さん方が過ごしていってくださ
るようになりました。この頃の子どもの発達は個人差や家庭環境の違いによるところが本当に大き
いものですね。1 歳で歩く、ことばが出る…等々言いますが、乳幼児身体発育調査（厚労省）
を見ると、何％の子が何ヶ月でできるようになっているのかがわかります。それによると、何歳で云々
というのは、概ね 50%の子ができることを指しているようです。 
また、発達はいろいろな「できること」が組み合わさりながら進んでいきます。 

今の様子に一喜一憂しながらも、この間まではどんな様子だったかしら、次には 
どんなことをやりたそうかしら…、などとつなぎ合わせながら我が子の発達をたどって 
いくと、また新しい発見があるかもしれません。（したら） 

どんな手触りだろう？   わいわいひろばでは、新しいひと、モノとの出逢いがあります   木ねじで穴を開けたよ   これはクヌギかな？ 

その他 

・事前申し込みは不要（参加費無料）です。 

・学生の学びや保育学研究のため、わいわいひろばのようすの記録写真等を撮らせていただくことがあります。 

会場 

作新学院大学女子短期大学部 第 3教育棟 3階 模擬保育室 
（〒321-3295 宇都宮市竹下町 908 番地）  

※駐車場を完備しています。 

（正門にて守衛室にお声かけください） 

10 月のわいわいひろばは、模擬保育室(3304 教

室)のこけら落としとなり、子ども 27 名(大人 25 名)と

大賑わいでした。 

私は、設楽先生のワークショップの後に、「どんぐりであ

そびましょう」というワークショップを担当しました。学生と

一緒に「どんぐりころころ」の手遊びをして子どもたちがこ

ちらに注目してから、本物のドングリの登場です。用意

したドングリは、クヌギ、コナラ、マテバシイの 3 種類。子

どもたちは、ドングリをころころ転がすのに夢中でした。正

に「どんぐりころころ」状態でした。お母さんたちは、コマを

作ったり、小さなトトロを作ったりとやはり夢中になってい

ました。学生たちも、子どもたちと楽しいひと時をすごした

ようです。身近な素材で遊ぶのはとても楽しいですね。 

模擬保育室は、広くてお母さんたちに好評でした。 

しかし、備品等が不足していますので、さらに整備を進

めてより使い勝手のよい教室にしていきたいと思います。 

（あおき） 

今後の日程 
 

平成 29年 1月 19 日（木） 

平成 29年 2月 23 日（木） 

平成 29年 3月 21 日（火） 

10 時～12 時 ワークショップ「楽器であそびましょう」（ながさわ＆ふじむら） 

10 時～12 時 ワークショップ「子どもの成長について話しましょう」（したら） 

10 時～12 時 わいわい座談会（今年度の活動を振り返りながら、 

次年度のわいわいひろばでおこなってみたいことやアイデアを出し合いましょう！） 

 
※2・3 月は、春期休業期間につき、学食の数に限りがありますのでご了承ください。 


